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木喰仏「弘法大師」像
（新潟県　個人蔵）

お多福像
（福島県　個人蔵）

舞楽面「新鳥蘇」
（奈良県　春日大社）重文

秋の企画展 笑いの想像力
―笑わせるヒトと笑うモノの博物誌―

●会期　平成15年10月11日（土）～12月7日（日）

「福富草紙」
（兵庫県　兵庫県立歴史博物館）

表紙写真は、笑う土偶 山口県埋蔵文化財センター明地遺跡出土
「分銅型土製品」弥生中期後半（ ）
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企
画
展
関
連
行
事
の
お
知
ら
せ

○
企
画
展
記
念
講
演
会

「
笑
い
の
人
類
学
と
民
族
学
」

講
師

松
井
　
健
さ
ん

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）

日
時

一
〇
月
一
二
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り

会
場

当
館
講
堂

○
企
画
展
記
念
公
演

「
笑
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＆
ト
ー
ク
」

「
マ
イ
ム
」

演
者

里
見
の
ぞ
み
さ
ん

「
白
沢
村
の
八
田
内
の
七
福
神
踊
り
（
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
）」

演
者

八
田
内
七
福
神
保
存
会
の
皆
さ
ん

《
対
談
》
「
笑
い
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

―
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
民
俗
芸
能
―
」

星
野
　
共
さ
ん

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
タ
主
宰

福
島
大
学
経
済
学
部
教
授

赤
坂
憲
雄
館
長

日
時

一
一
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り

会
場

当
館
講
堂
ほ
か

○
展
示
解
説
会

日
時

一
〇
月
一
一
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

一
一
月
　
二
日
（
日
）（
含
記
念
公
演
）

一
一
月
　
八
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

一
一
月
二
九
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

一
二
月
　
六
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

■
企
画
展
《
笑
い
の
想
像
力
》
は
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
一
日
（
土
）
か
ら
一
二
月
七
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
企
画
展
観
覧
料
　
一
般
・
大
学
生
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）
高
校
生
三
〇
〇
円
（
二
四
〇
円
）
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円
（
一
六
〇
円
）（

）
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
の
場
合
の
料
金
で
す
。

（

）



企
画
展
記
念
講
演
会

「
日
本
列
島
発
掘
も
の
が
た
り
」

夏
の
企
画
展
Ⅰ
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
二
〇
〇
三
」
を
記
念

し
、「
日
本
列
島
発
掘
も
の
が
た
り
」
と
題
し
、
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
今
回
の
展
覧
会
の
実
行
委
員
会
で
中
心
的

役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
る
、
文
化
庁
の
玉
田
先
生
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
講
演
内
容
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

全
国
で
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
発
掘
調
査
の
件
数
は
約
八
〇

〇
〇
件
。
そ
の
な
か
で
特
に
注
目
さ
れ
た
発
掘
調
査
の
成
果
を

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
展
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、

こ
の
な
か
か
ら
お
も
な
調
査
成
果
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
、
ね
つ
造
問
題
で
揺
れ
動
い
た
旧
石
器
時
代
に
つ
い
て
で

す
が
、
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
を
紹
介
し
ま
す
。
遺
跡
が
あ
る
白
滝

村
は
黒
曜
石
の
産
出
地
と
し
て
著
名
で
す
が
、
こ
の
遺
跡
か
ら
は

黒
曜
石
を
材
料
と
し
た
石
器
が
大
量
に
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
石
器
を
作
る
際
に
出
る
剥
片
を
丹
念
に
接
合
し
て
い
く
と
、

石
を
剥
離
し
て
い
く
順
番
と
か
、
道
具
と
し
て
ど
の
よ
う
な
石
器

を
作
っ
て
い
た
の
か
な
ど
、
当
時
の
石
器
作
り
の
よ
う
す
が
よ
く

わ
か
る
わ
け
で
す
。

次
に
縄
文
時
代
で
す
が
、
福
島
市
宮
畑
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
遺
跡
は
縄
文
時
代
中
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
営
ま
れ

た
集
落
の
跡
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
特
徴
的
な
ム
ラ
の
よ
う
す

が
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
保
存
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
近
々
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

弥
生
時
代
に
つ
い
て
は
、
集
落
構
造
の
特
徴
を
み
て
も
ら
う
た

め
に
、
各
地
域
の
代
表
的
な
集
落
遺
跡
を
中
心
に
と
り
あ
げ
ま
し

た
。
な
お
、
最
近
、
理
化
学
的
な
年
代
測
定
法
に
よ
り
、
弥
生
時

代
の
開
始
年
代
に
つ
い
て
、
五
百
年
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
説
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
考
古
学
的
な
方
法

で
さ
ら
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

古
墳
時
代
で
は
、
今
回
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
兵
庫
県
茶
す
り
山

古
墳
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
近
畿
地
方
最
大
の
円

墳
で
、
未
盗
掘
の
状
態
で
、
豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

古
代
で
は
、
奈
良
県
明
日
香
村
で
発
見
さ
れ
た
飛
鳥
京
跡
苑
池

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
飛
鳥
時
代
の
池
と
水
路
な

ど
か
ら
な
る
庭
園
の
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
宮
殿
に

附
属
す
る
公
的
な
施
設
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
中
・
近
世
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
し

ま
す
の
は
、
北
海
道
上
ノ
国
町
の
勝
山
館
跡
の
調
査
成
果
で
す
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
丘
陵
に
造
成
さ
れ
た

約
三
〇
〇
軒
の
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
集
落
は
従

来
倭
人
だ
け
の
居
住
域
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
出
土
遺
物

の
特
徴
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
ア
イ
ヌ
と
倭
人
が
共
同
生
活
を

営
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
近
く
に
あ
る
夷
王
山
墳
墓
群
の
調
査
成
果
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
成
果
報
告
会

「
考
古
学
が
解
き
明
か
す
ふ
く
し
ま
の
歴
史
」

夏
の
企
画
展
Ⅱ
「
発
掘
ふ
く
し
ま
３
」
を
記
念
し
、
県
内
各
地

域
の
埋
蔵
文
化
財
担
当
者
の
方
々
か
ら
、
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ

い
て
、ス
ラ
イ
ド
等
を
使
い
な
が
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

①
福
島
市
宮
畑
遺
跡
に
つ
い
て

…
…
…
…
斎
藤
義
弘
氏
（
福
島
市
教
育
委
員
会
）

②
い
わ
き
市
平
窪
諸
荷
遺
跡
に
つ
い
て

…
…
…
…
t
島
好
一
氏

（
い
わ
き
市
教
育
文
化
事

業
団
）

③
白
河
市
舟
田
中
道
遺
跡

と
周
辺
の
遺
跡
群

…
…
…
…
鈴
木
　
功
氏

（
白
河
市
教
育
委
員
会
）

④
会
津
坂
下
町
中
平
遺
跡

に
つ
い
て

…
…
…
…
吉
田
博
行
氏

（
会
津
坂
下
町
教
育
委
員

会
）

⑤
城
館
研
究
の
成
果

…
…
…
…
鈴
木
　
啓
氏

（
福
島
県
考
古
学
会
会
長
）

4

講
演
要
旨
企
画
展
記
念
講
演
会
・
発
掘
調
査
成
果
報
告
会

「
日
本
列
島
発
掘
も
の
が
た
り
」

講
　
師
　
文
化
庁
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官

玉
田
　
芳
英
氏

「
考
古
学
が
解
き
明
か
す
ふ
く
し
ま
の
歴
史
」

講
　
師
　
県
内
各
地
域
の
埋
蔵
文
化
財
担
当
者

平
成
一
五
年
七
月
二
一
日
（
月
・
祝
）

平
成
一
五
年
九
月
七
日
（
日
）
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昨
年
の
秋
に
、
テ
レ
ビ
局
か
ら
「
ニ
ュ
ー
ス
で
鶴
ヶ
城
を
取
り

上
げ
る
が
、
カ
モ
は
ど
れ
く
ら
い
い
て
、
い
つ
一
番
多
く
な
る
の

か
」
と
電
話
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
記
録
を
見
な
が
ら

の
返
答
で
要
領
を
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
鶴
ヶ
城
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
代
表
的
な
カ
モ
四
種
を
表
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

留
鳥
の
カ
ル
ガ
モ
は
、
濠
が
凍
結
す

る
一
月
に
減
少
す
る
も
の
の
、
一
〇
月

か
ら
三
月
に
か
け
て
多
く
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
特
に
一
一
月
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
表
の
期
間
で
一
番
多
く
カ
ウ

ン
ト
し
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
の
三
月

一
〇
日
で
、
一
二
八
九
羽
で
し
た
。
繁

殖
の
時
期
を
迎
え
る
と
少
な
く
な
り
、

特
に
六
〜
八
月
は
、
一
羽
も
確
認
で
き

な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

冬
鳥
の
カ
モ
で
は
、
コ
ガ
モ
が
一
番

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
九
月
か
ら
五
月
に

か
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
や
は
り
一

月
に
少
な
く
な
る
も
の
の
、
一
一
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
よ
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
二
〜
三
月
が
多
く
見
る

こ
と
が
で
き
、
表
の
期
間
で
一
番
多
く

カ
ウ
ン
ト
し
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
の

三
月
一
一
日
で
、
三
一
四
羽
で
し
た
。
ま
た
、
鶴
ヶ
城
で
は
、
亜

種
の
ア
メ
リ
カ
コ
ガ
モ
も
稀
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
〇
〇

三
年
は
、
三
月
と
四
月
に
初
確
認
し
ま
し
た
。
特
に
三
月
は
初
め

て
二
個
体
を
確
認
し
ま
し
た
。

次
に
オ
ナ
ガ
ガ
モ
で
す
が
、
見
る
確

率
と
し
て
は
マ
ガ
モ
の
方
が
高
い
の
で

す
が
、
個
体
数
の
多
さ
で
は
、
コ
ガ
モ

に
次
ぎ
ま
す
。
一
番
多
く
見
ら
れ
る
月

は
一
二
月
で
、
表
の
期
間
で
一
番
多
く

カ
ウ
ン
ト
し
た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
の

一
二
月
一
〇
日
で
、一
六
六
羽
で
し
た
。

最
後
に
マ
ガ
モ
で
す
が
、
鶴
ヶ
城
で

は
個
体
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
表

の
期
間
で
は
、
二
〇
〇
二
年
の
一
一
月

二
日
の
三
二
羽
が
も
っ
と
も
多
い
確
認

数
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
冬
鳥
の
カ
モ

た
ち
も
種
類
に
よ
っ
て
、
個
体
数
の
ピ

ー
ク
が
違
う
の
が
、
表
か
ら
見
て
と
れ

ま
す
。
繁
殖
地
や
越
冬
地
の
地
理
や
気

候
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
表
で
は
、
雌

雄
の
数
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
冬
鳥

の
カ
モ
三
種
で
は
、
オ
ス
の
方
が
メ
ス
よ
り
も
多
く
い
る
の
が
、

記
録
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

さ
て
、
表
の
期
間
で
カ
モ
総
数
の
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
二
〇

〇
三
年
の
三
月
一
〇
日
で
、
一
六
六
九
羽
で
し
た
。
詳
細
は
、
カ

ル
ガ
モ
一
二
八
九
羽
、
コ
ガ
モ
三
〇
四
羽
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
六
〇
羽
、

マ
ガ
モ
九
羽
、
オ
シ
ド
リ
二
羽
、
マ
ル
ガ
モ
二
羽
、
キ
ン
ク
ロ
ハ

ジ
ロ
二
羽
、
ト
モ
エ
ガ
モ
一
羽
で
す
。

こ
の
よ
う
に
冬
期
間
、
カ
モ
た
ち
が
多
く
集
ま
る
の
は
、
史
跡

公
園
で
ハ
ン
タ
ー
に
銃
で
撃
た
れ
る
心
配
が
な
い
こ
と
と
、
市
民

が
餌
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
フ
ク

ロ
ウ
や
オ
オ
タ
カ
な
ど
の
猛
禽
類
も
お
り
、
散
乱
し
た
カ
モ
の
羽

を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
街
地
に
あ
る
緑
の
浮
島
の
よ
う
な
鶴
ヶ
城
の
自
然
が
、
よ
り

よ
い
も
の
で
あ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

注
・
表
は
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
三
年
八
月
三
〇
日

ま
で
の
一
七
七
回
の
観
察
記
録
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。数
字
は
一
回
の
平
均
数
で
小
数
点
第
一
位
四
捨
五
入
。

（

）
の
数
字
は
最
多
確
認
数
。

・
少
数
飛
来
の
カ
モ
に
関
し
て
は
、今
回
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、

鶴
ヶ
城
で
は
観
察
を
始
め
て
か
ら
カ
モ
は
約
一
七
種
を
確
認

し
て
い
る
。

・
カ
ウ
ン
ト
は
一
人
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
鳥
の
移
動
や
多
数

時
に
よ
っ
て
だ
ぶ
り
の
可
能
性
が
あ
り
、
多
少
の
誤
差
は
あ

り
う
る
。

研
究
ノ
ー
ト

鶴
ヶ
城
に
お
け
る
カ
モ
の
数

古
川
裕
司
　
自
然
担
当カルガモコガモのオス

鶴ヶ城におけるカモの数

2002年 1 月
2 月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

2003年 1 月
2 月
3月
4月
5月
6月
7月
8月

224
837
591
129
18
1
8
33
122
421
1021
896
348
640
914
132
15
3
3
21

（ 515）
（1170）
（ 931）
（ 256）
（ 40）
（ 2）
（ 20）
（ 55）
（ 225）
（ 688）
（1186）
（1126）
（ 594）
（1060）
（1289）
（ 431）
（ 22）
（ 6）
（ 10）
（ 35）

15
181
75
32
4

0
8
34
41
14
95
211
37
7

（ 42）
（ 227）
（ 156）
（ 64）
（ 13）

（ 1）
（ 21）
（ 60）
（ 60）
（ 48）
（ 267）
（ 314）
（ 120）
（ 19）

48
50
1

0
15
59
114
65
24
37

（ 69）
（ 90）
（ 3）

（ 2）
（ 25）
（ 85）
（ 166）
（ 135）
（ 47）
（ 103）

5
13
3
0

0
6
14
9
1
5
9
1

（ 10）
（ 23）
（ 8）
（ 2）

（ 1）
（ 17）
（ 32）
（ 24）
（ 4）
（ 18）
（ 13）
（ 3）

カルガモ コ ガ モ オナガガモ マ ガ モ

オナガガモのオスマガモのオス

一
一
月
三
〇
日
（
日
）
午
後
一
時
半
か
ら

総
合
講
座
「
シ
リ
ー
ズ
若
松
城
を
歩
く

７
鶴
ヶ
城
の
野
鳥
」（
野
外
）

を
行
い
ま
す
。
実
際
に
カ
モ
た
ち
を
見
て
歩
き
ま
す
の
で
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

��������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������
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く
の
に
比
べ
て
か
な
り
自
由
に
形
が
作
れ
る
竹
材
だ
か
ら
こ
そ
可

能
な
フ
ォ
ル
ム
な
の
で
す
。
漆
皮
や
乾
漆
は
、
型
に
皮
や
布
を
張

っ
て
乾
い
た
も
の
を
型
か
ら
外
し
、そ
こ
に
漆
を
塗
り
重
ね
ま
す
。

木
胎
の
よ
う
な
強
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
成
形
が
あ
る
程
度
自
由

に
で
き
、
軽
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

金
胎
は
、金
属
に
漆
を
塗
っ
て
表
面
を
加
熱
し
て
焼
付
け
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
主
に
甲
冑
を
作
る
際
に
使
わ
れ
て
い
た
技
法
で
す
。

甲
冑
の
胴
や
小
札

こ
ざ
ね

と
い
う
鉄
の
小
板
に
、
黒
や
朱
な
ど
の
漆
を
塗

っ
て
あ
る
の
が
そ
う
で
す
ね
。
日
本
で
は
、
金
属
製
の
器
を
使
う

こ
と
が
浸
透
、
定
着
し
な
か
っ
た
の
で
、
金
胎
漆
器
の
需
要
も
な

く
、
金
胎
の
技
法
は
、
甲
冑
や
茶

ち
ゃ
の

湯ゆ

釜が
ま

の
表
面
に
色
を
つ
け
る
な

ど
、
一
部
で
使
わ
れ
る
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ご
覧
に
な
っ
た
「
津
田
得
民
の
仕
事
」
展
で
は
、
大
正
・
昭
和

陶
胎
の
素
地
は
本
郷
焼
で
で
き
て
お
り
、
本
郷
の
や
き
も
の
と
会

津
の
ぬ
り
も
の
の
合
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
金
胎
漆
器
に

比
べ
ま
す
と
、
現
存
品
も
少
な
く
、
生
産
量
も
少
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
会
津
の
代
表
的
な
工
芸
が
協
力

し
て
作
り
上
げ
た
も
の
が
、
一
時
期
に
せ
よ
、
日
本
の
工
芸
品
の

顔
と
し
て
海
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
何
と
も
誇
ら

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

博
物
館
で
は
、
引
き
続
き
マ
ル
ニ
工
芸
制
作
の
金
胎
漆
器
・
陶

胎
漆
器
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
周
辺
に
お
心
あ
た
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ：
春
頃
に
「
津
田

つ

だ

得
民

と
く
み
ん

の
仕
事
」
と
い
う
展
示
を
見
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
金
胎

き
ん
た
い

漆
器
と
い
う
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

金
胎
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

Ａ：

「
胎
」
は
は
ら
む
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
こ
こ
か
ら
外
側
を

別
の
も
の
で
包
ま
れ
た
中
身
の
こ
と
も
指
し
ま
す
。
す
る
と
「
金

胎
」
は
「
外
側
を
何
か
で
包
ま
れ
た
金
属
」。「
金
胎
漆
器
」
は

「
金
属
を
素
地

そ

じ

と
し
て
外
側
に
漆
を
塗
っ
た
器
」
の
こ
と
で
す
。

漆
工
品
の
素
地
は
、
木
材
を
使
っ
た
木
胎
が
一
般
的
で
、
圧
倒

的
に
使
用
頻
度
の
高
い
も
の
で
す
が
、他
に
も
竹
を
編
ん
だ
籃
胎

ら
ん
た
い

、

和
紙
を
素
材
と
す
る
紙し

胎た
い

、
型
に
皮
を
張
っ
た
漆し

っ

皮ぴ

、
型
に
麻
や

苧
麻

か
ら
む
し

な
ど
の
布
を
張
っ
た
乾
漆

か
ん
し
つ

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
有
名
な
正
倉

院
に
伝
わ
る
漆し

っ

胡こ

瓶へ
い

は
、
細
長
い
竹
の
テ
ー
プ
を
少
し
ず
つ
ず
ら

し
な
が
ら
巻
き
上
げ
て
形
を
作
っ
た
も
の
で
す
。
木
材
を
く
り
ぬ

期
に
活
躍
し
た
会
津
の
蒔
絵
師
・
津
田
得
民
の
業
績
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
得
民
は
、
戦
後
の
数
年
間
会
津
で
輸
出
漆
器
を
制
作
し

て
い
た
「
マ
ル
ニ
工
芸
」
と
い
う
会
社
の
顧
問
を
し
て
お
り
、
こ

こ
で
輸
出
漆
器
の
図
案
を
大
量
に
考
案
し
ま
し
た
。
得
民
が
描
い

た
デ
ザ
イ
ン
の
多
く
は
、
金
属
を
素
地
と
し
た
漆
器
に
蒔
絵
で
描

か
れ
ま
し
た
。
マ
ル
ニ
工
芸
は
、
船
便
で
輸
出
さ
れ
る
漆
器
が
途

中
温
湿
度
の
変
化
に
よ
っ
て
く
る
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
木
胎

で
は
な
く
金
胎
の
漆
器
を
制
作
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
展
示
の

一
部
で
、
得
民
の
漆
器
図
案
と
マ
ル
ニ
工
芸
の
金
胎
漆
器
を
並
べ

て
ご
覧
い
た
だ
い
た
の
で
し
た
。

同
じ
理
由
か
ら
、
マ
ル
ニ
工
芸
で
は
、
陶
器
を
素
地
と
す
る
漆

器
、
陶
胎

と
う
た
い

漆
器
も
作
っ
て
い
ま
し
た
。
展
示
は
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
マ
ル
ニ
工
芸
制
作
の
陶
胎
漆
器
も
、
数
点
現
存
し
て
い
ま
す
。

金
胎
漆
器

回
答
者

美
術
担
当

小
林
め
ぐ
み

〔金胎漆器〕玉虫塗竹に雀蒔絵灰皿（個人蔵） 〔金胎漆器〕玉虫塗竹蒔絵パイプラック（個人蔵）
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相
馬
・
阿
弥
陀
寺
の
宝
物

相
馬
郡
鹿
島
町
の
阿
弥
陀
寺
は
、
相
馬
地
方
を
代
表
す
る
浄
土
宗
の
寺

院
で
、
室
町
時
代
初
期
の
創
建
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
寺
に
は
秘
仏
で

「
程ほ

ど

見み

の
阿
弥
陀
如
来
」
と
い
わ
れ
る
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
、「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
の
名
号
を
刺
繍
で
あ
ら
わ
し
た
刺
繍
阿
弥
陀
名
号
掛

幅
、
地
蔵
菩
薩
立
像
や
法
然
上
人
像
な
ど
の
各
種
板
木
な
ど
、
彫
刻
、
絵

画
、
工
芸
の
多
く
の
遺
品
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
世
相
馬

の
仏
教
美
術
の
精
華
を
、
今
回

一
括
し
て
展
示
し
ま
す
。

「
明
日
」
を
見
て
い
た
昭
和
の
記
憶

―
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
―

今
回
の
収
蔵
資
料
品
展
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
の
日
常

の
暮
ら
し
に
関
連
し
た
様
々
な
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
人
々
が
「
今
日
よ

り
も
明
日
」の
豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し
た
時
代
。

あ
の
こ
ろ
の
日
々
の
生
活
の
な
か
に
あ
っ
た
モ

ノ
や
セ
ピ
ア
色
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
「
暮
ら
し
の
記
憶
」
を
呼
び
覚
ま
す
鍵

と
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

「
懐
か
し
い
」
思
い
出
が
持
つ
不
思
議
な
力
を

観
覧
さ
れ
た
夜
の
家
族
団
欒
で
体
験
し
て
み
て

下
さ
い
。

『
相
馬
・
阿
弥
陀
寺
の
宝
物
』

『「
明
日
」
を
見
て
い
た
昭
和
の
記
憶
』

■
冬
の
収
蔵
資
料
品
展
《
相
馬
・
阿
弥
陀
寺
の
宝
物
》
は
平
成
一
五
年
一
二
月
一
六
日
（
火
）
か
ら
平
成
一
六
年
一

月
二
五
日
（
日
）
ま
で

《
「
明
日
」
を
見
て
い
た
昭
和
の
記
憶
》
は
平
成
一
六
年
二
月
七
日
（
土
）か
ら
三
月

二
一
日
（
日
）
ま
で

■
観
覧
料

常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
冬
の
収
蔵
資
料
品
展
予
告

ト
ピ
ッ
ク
ス

移
動
博
物
館
　
田
村
地
方
の
歴
史

広
い
福
島
県
、「
県
立
博
物
館
は
遠
く
て
行
け
な
い
」
と
い
う

声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、
県
立

博
物
館
で
は
昨
年
度
か
ら
移
動
博
物
館
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
移

動
博
物
館
で
は
県
内
各
地
の
博
物
館
・
資
料
館
を
会
場
に
県
立
博

物
館
の
収
蔵
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
の
白
河
市
歴
史

民
俗
資
料
館
に
続
き
、
今
年
の
会
場
は
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館

で
す
。
県
立
博
物
館
が
収
蔵
す
る
古
代
か
ら
近
世
の
史
料
を
中
心

に
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料
を
交
え
、
田
村
地
方
の
歴
史

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。
是
非
、
お
越
し
下
さ
い
。
そ
し
て
、

次
回
は
県
立
博
物
館
に
も
足
を
延
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
期
中
に
は
列
品
解
説
、
体
験
講
座
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
主
な
出
品
資
料

原
始
・
古
代

・
西
方
前
遺
跡
出
土
品

・
原
山
一
号
墳
　
盾
持
ち
埴
輪

中
　
世

・
伊
達
政
宗
黒
印
状
（
天
正
一
四
年
）

・
蒲
生
源
左
衛
門
尉
宛
て
豊
臣
秀
吉
朱
印
状

・
雪
村
周
継
筆
「
蔬
菓
図
」

近
　
世

・
『
集
古
十
種
』

・
松
平
容
保
所
用
能
尽
蒔
絵
煙
草
盆

・
倉
谷
鹿
山
筆
「
関
羽
図
」

・
会
津
漆
器

・
丈
六
焼

催
し
物

一
〇
月
二
五
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜
　
列
品
解
説

一
一
月
二
四
日
（
月
・
祝
）
午
後
一
時
半
〜

体
験
講
座
「
原
始
・
古
代
の
ワ
ザ
に
挑
戦
」

タライで水遊び

近
世
　
松
平
容
保
所
用
能
尽
蒔
絵
煙
草
盆

古
代
　
原
山
一
号
墳
　
盾
持
ち
埴
輪



「
中
世
福
島
の
信
仰
世
界
」

会
期
　
一
〇
月
七
日（
火
）か
ら
一
一
月
二
四
日（
月
）ま
で

「
祈
り
と
願
い
」

会
期
　
一
二
月
二
日（
火
）か
ら
一
月
二
五
日（
日
）ま
で

◎
特
別
講
座
「
ふ
る
さ
と
の
文
学
―
風
土
と
こ
こ
ろ
」

「
花
月
草
紙
―
そ
の
人
と
文
学
―
」

講
師
　
当
館
名
誉
館
長
　
高
橋
富
雄

日
時
　
一
〇
月
一
〇
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

「
文
学
巖
館
銘
」

講
師
　
当
館
名
誉
館
長
　
高
橋
富
雄

日
時
　
一
一
月
一
四
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

◎
考
古
学
講
座

「
石
庖
丁
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
藤
原
妃
敏

日
時
　
一
〇
月
一
一
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
博
物
館
を
探
検
し
よ
う
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
田
中
　
敏

日
時
　
一
一
月
二
三
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
美
術
講
座

「
福
島
の
仏
像
33
」

講
師
　
当
館
学
芸
課
長
　
若
林
　
繁

日
時
　
一
〇
月
一
八
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
う
る
し
の
技
に
挑
戦
1
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
小
林
め
ぐ
み

日
時
　
一
〇
月
一
九
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
う
る
し
の
技
に
挑
戦
2
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
新
生
会
会
員
　
大
竹
信
一
氏

日
時
　
一
〇
月
二
六
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
う
る
し
の
技
に
挑
戦
3
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
新
生
会
会
員
　
大
竹
信
一
氏

日
時
　
一
一
月
九
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
う
る
し
の
技
に
挑
戦
4
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
新
生
会
会
員
　
大
竹
信
一
氏

日
時
　
一
一
月
一
六
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
暮
ら
し
の
中
の
美
術
5
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
川
延
安
直
・
小
林
め
ぐ
み

日
時
　
一
一
月
一
二
日（
水
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
暮
ら
し
の
中
の
美
術
6
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
川
延
安
直
・
小
林
め
ぐ
み

日
時
　
一
二
月
一
〇
日（
水
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
歴
史
講
座

「
古
文
書
入
門
7

中
世
①
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
高
橋
　
充

日
時
　
一
〇
月
二
五
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
古
文
書
入
門
8

中
世
②
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
高
橋
　
充

日
時
　
一
一
月
一
五
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
古
文
書
入
門
9

中
世
③
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
高
橋
　
充

日
時
　
一
二
月
一
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
総
合
講
座

「
シ
リ
ー
ズ
若
松
城
を
歩
く
6

発
掘
現
場
見
学

会
」（
野
外
）
要
申
込

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
他

日
時
　
一
〇
月
二
六
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

「
シ
リ
ー
ズ
若
松
城
を
歩
く
7

鶴
ヶ
城
の
野
鳥
」（
野
外
）
要
申
込

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
古
川
裕
司

日
時
　
一
一
月
三
〇
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
体
験
講
座

「
わ
ら
ぞ
う
り
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
技
術
伝
承
者
　
鈴
木
幸
雄
さ
ん

日
時
　
一
一
月
二
二
日（
土
）午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

「
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
当
館
展
示
解
説
員

日
時
　
一
二
月
二
〇
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
企
画
展
展
示
解
説
会

「
笑
い
の
想
像
力

―
笑
わ
せ
る
ヒ
ト
と
笑
う
モ
ノ
の
博
物
誌
―
」

講
師
　
当
館
学
芸
員

日
時
　
一
〇
月
一
一
日（
土
）午
後
二
時
〜
三
時

講
師
　
当
館
学
芸
員

日
時
　
一
一
月
二
日（
日
）（
含
記
念
公
演
）

講
師
　
当
館
学
芸
員

日
時
　
一
一
月
八
日（
土
）午
後
二
時
〜
三
時

講
師
　
当
館
学
芸
員

日
時
　
一
一
月
二
九
日（
土
）午
後
二
時
〜
三
時

講
師
　
当
館
学
芸
員

日
時
　
一
二
月
六
日（
土
）午
後
二
時
〜
三
時

◎
企
画
展
記
念
講
演
会

「
笑
い
の
人
類
学
と
民
族
学
」

講
師
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

教
授
　
松
井
　
健
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
一
二
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
企
画
展
記
念
公
演

「
笑
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＆
ト
ー
ク
」

マ
イ
ム

演
者
　
里
見
の
ぞ
み
さ
ん

白
沢
村
の
八
田
内
の
七
福
神
踊
り

演
者
　
八
田
内
七
福
神
保
存
会
の
皆
さ
ん

《
対
談
》
「
笑
い
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

―
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
民
俗
芸
能
―
」

星
野
　
共
さ
ん（
福
島
大
学
経
済
学
部
教
授
）

赤
坂
憲
雄
館
長

日
時
　
一
一
月
二
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
四
時

◎
収
蔵
資
料
品
展
展
示
解
説
会

「
相
馬
・
阿
弥
陀
寺
の
宝
物
」

講
師
　
当
館
学
芸
課
長
　
若
林
　
繁

日
時
　
一
二
月
二
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
機
織
り
」

染
織
工
芸
家
　
山
根
正
平
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
昔
語
り
」

語
り
部
　
山
田
登
志
美
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
一
三
日（
月
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

日
時
　
一
一
月
二
四
日（
月
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

語
り
部
　
横
山
幸
子
さ
ん

日
時
　
一
一
月
二
日（
日
）午
前
一
〇
時
半
〜
正
午

◎
「
注
連
飾
り
つ
く
り
」

技
術
伝
承
者
　
榊
原
源
隆
さ
ん

日
時
　
一
二
月
二
三
日（
火
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
伝
統
技
術
実
演

「
須
賀
川
の
小
旗
つ
く
り
」

技
術
伝
統
保
持
者
　
大
野
修
司
・
大
野
広
子
さ
ん

日
時
　
一
一
月
三
日（
月
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
や
さ
し
い
展
示
解
説
会

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
の
案
内
で
す
。
六
〇

分
程
度
。

一
〇
月

五
日（
日
）・
一
二
日（
日
）・
一
九
日（
日
）

・
二
六
日（
日
）

一
一
月

九
日（
日
）・
一
六
日（
日
）・
二
三
日（
日
）

・
三
〇
日（
日
）

一
二
月

七
日（
日
）・
一
四
日（
日
）・
二
一
日（
日
）

＊
毎
週
日
曜
日
午
前
一
〇
時
半
か
ら
で
す
。

＊
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
博
物
館
ニ
ュ

ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
一
月
三
日（
月
　
文
化
の
日
）

＊
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
、
い
つ
で
も
常
設
展
が

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
右
の
団
体
の
引
率
者
は
事

前
（
一
週
間
前
）
の
減
免
申
請
が
必
要
で
す
。

一
一
月
一
日（
土
）〜
一
一
月
七
日（
金
）の
ふ
く
し

ま
教
育
週
間
は
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
か
ぎ
り

企
画
展
も
無
料
で
す
。

一
〇
月

六
日（
月
）・
一
四
日（
火
）・
二
〇
日（
月
）

・
二
七
日（
月
）

一
一
月

四
日（
火
）・
一
〇
日（
月
）・
一
七
日（
月
）

・
二
五
日（
火
）

一
二
月

一
日（
月
）・
八
日（
月
）・
一
五
日（
月
）・

二
二
日（
月
）・
二
四
日（
水
）

年
末
年
始

一
二
月
二
八
日（
日
）〜
一
月
五
日（
月
）

8

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」
テ
ー
マ
展
示

講
演
・
講
座

季
刊
博
物
館
だ
よ
り
　
第
70号
　
2003年

9
月
20日
発
行
　
編
集
・
発
行
　
福
島
県
立
博
物
館
　
〒
965－0807  会

津
若
松
市
城
東
町
1－
25

TEL
0242－28－6000

印
刷
　
株
式
会
社
ア
ポ
ロ
　
会
津
若
松
市
七
日
町
14－
7
TEL
0242－22－5139

常
設
展
無
料
開
放
日

企
画
展
無
料
開
放
日

一
〇
〜
一
二
月
の
休
館
日

実
演

場
所
　
体
験
学
習
室
　
入
場
無
料


